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本校のChromebook 充足率

１学年 ８クラス 計２４クラス ９５６名在籍

生徒用Chromebook
２１５台（年度当初）
４０台（７月から）
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校内の教員でChromebookの設定

◼ ４月
Chromebook ２１５台の設定を、
広く教員に呼びかけ、
一斉に実施した。

◼ ねらい
GIGAリーダーの負担軽減と

教員の利用促進につなげる。



◼ ５月
自由参加形式
「Chromebookを
使ってみようの会」実施

◼ ねらい
質問などが気軽にできる。
楽しさを共有。

教員のスキルアップを図る。

GIGAリーダー主催の職員研修会



教員総合研修センター指導主事による研修会

◼ ６月
教員対象研修会を実施
「１人１台端末時代の
Chromebookの使い方」

◼ ねらい・方策
教員全体のスキルアップ。
スキルの差が大きいので、

複数のコンテンツを準備。



教員総合研修センター指導主事による研修会

◼ ６０名参加／６６名（６１＋５）
２グループに分け、
８０分の研修を２回実施

◼ 講師 指導主事 ５名

◼ 工夫
スキルの高低による

グループで座席を指定



教員総合研修センター指導主事による研修会
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Teamsを使っての情報発信・共有

◼ GIGAリーダーからの
情報発信
Chromebook活用
授業や先進事例の
お知らせ

◼ GIGAのページ
使用者が感想等を
投稿し、全体で共有



学校のWebページでの情報発信

◼ 外部への情報発信
Chromebookを活用
した授業や研修などを
本校のWebページ
「錦高日記」で広く公開



各教科等での活用

◼ 授業での活用
国語・数学・理科・地歴公民
英語・情報・体育・探究の時間

◼ LH等での活用
クラスのレクリエーション、
全校集会等でMeetを活用



授業で良く活用されているコンテンツ

◼ Google Jamboard
共同編集による協同学習

◼ Mentimeter
端末を通して生徒の意見を
集約できる。

◼ GeoGebra
関数グラフの作成や移動
等が簡単にできる。



実際の授業の様子



成果と課題

◼ 成果 Chromebook活用の利点
① 積極的に課題に取り組むなど、生徒の授業への
意欲が高くなった。

② 教員がリアルタイムで生徒の考えを把握でき、
声掛け、助言がしやすい。

③ 生徒においても、他の生徒の意見やグラフなど
手元で視覚的に把握でき、学習内容の理解を
深めることができる。

④ 授業が途中で終わっても、続きから始められる。



成果と課題

◼ 成果 教員の意識等
① GIGAリーダーのサポート体制が整っていることや
管理職などの働きかけもあり、意識が高まっている。

② 活用している教員が少しづつ増え、
活用授業数も増加している。

★ 授業等での活用実績がある教員 ４５名／６１名

★ 活用授業数

73.7％
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成果と課題

◼ 課題
① １学年分の台数がないため、学年全体での
取り組みにおいて、同時に使えない。

② エレベーターを利用しているが、
Chromebookの移動に時間がかかる。

③ 生徒への配付と片付けに時間がかかる。
④ 有効に活用できる授業とそうでない授業
がある。


